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立憲民主編集部
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通常号　定価1部100円  

●1964年11月10日、中宮西之町で生まれ育つ（54歳）
●勝山愛和香里ケ丘幼稚園、中宮小学校、中宮中学校、
長尾高等学校を経て、1987年、奈良女子大学文学
部教育学科（心理学専攻）卒業
●1988年、枚方市役所入職、自治活動課、同和対策室、
障害福祉課、保健センター、高齢社会室、健康総務課、
監査委員事務局、子ども青少年課、社会教育課で勤務
（2018年8月退職）
●家族：夫と2男1女／血液型：ＡＢ／趣味：水泳、朗読
／好きな言葉：一隅を照らす 

　「立憲民主党はあなたです。」わたしの呼びかけとともに、立憲民主党は2017年10月3日、
誕生しました。直後の選挙では、生まれたばかりの政党にもかかわらず、皆さんから大きなご支
援を頂きました。感謝とともに身の引き締まる思いです。
　立憲民主党がめざすのは「ボトムアップ」の政治です。この日本社会に生きる多様な人々と
つながり、一人ひとりの声を紡いで、新しいビジョンを織り上げていきたい。そのためには国政
以上に地方自治、自治体議会の改革が必要だと感じています。
　奥野みかさんに大いに期待しています。
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――枚方への想いを聞かせてください。
　枚方は、私が生まれ、育ち、学び、働いて、子育
てをしてきたかけがえのないまちです。そして、ここ
で多くの人たちに出会い、貴重な経験をつみました。

――最近、都市間競争が言われていますが。
　少子高齢化等による人口減少が予想される中、
「都市間競争に勝って選ばれるまち」とか、「子育
て支援を充実して人口増をはかる」などということ
がしきりに言われています。
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「ボトムアップ」の政治
　　　　奥野みかさんに大いに期待します

　しかし、まちづくりは、他のまちに勝つために進め
るものではないと考えます。子育て支援も、人口を
増やすために行うものではありません。大切なこと
は、このまちで暮らしているさまざまな人たちの違い
を認めつつ、思いや願い、困っていることをすくい
上げ、みんなが安心して、元気に暮らせる環境や
仕組みの整ったまちをつくることだと思います。

――市役所勤務の経験をどういかしますか。
　市役所の窓口で相談を受ける中で、生きづらさ
を抱えている人が多いと実感しています。この現実
を変え、全ての人がそれぞれの大切な「今」を輝
いて生きていけるようにしたい。それが、行政の役
割ですし、政治の責任だと考えています。

――何をめざしますか。
　いずれにせよ、自分ひとりではどうしようもない困り
ごと、それもこれまでにない新しい複雑な困りごとに
際して、寄り添い、力になれる公的な仕組みや施策を
つくりたいと考えています。

奥野 みかさん
（立憲民主党枚方市支部・市政対策委員長）に聞きました

政策ワークショップを
体感しました

　立憲パートナーズでは「『イマ』を学び、みんなで調べ、未来を提案」のテーマで、大阪府や府内
市町村を包括した大阪のビジョンや政策を考えるためのワークショップを開きました。奥野みかさん
も参加し、新たな知識やリサーチする方法を学び、さまざまな考えをもつ人たちと知恵を出しあい、
一緒に形あるものをつくっていく貴重な場を経験しました。また、市民とともにテーブルを囲み議
論することで立憲民主党のめざすボトムアップの政治を体感しました。

みんなが安心
して

暮らせるまち枚
方

奥野みか プロフィール



　自治体議員に求められるのは対話と討議の能力です。
立憲民主党の政治方針にも参加・対話型政治が掲げられ
ています。地球環境問題や人口減少時代の到来が象徴
するように、現代社会は誰も社会の将来像を正確には予
測できない社会です。そうした中、未来に責任をもつ判断
を行うには、他者との対話と討議の中で回答を探す他あり
ません。望ましい未来、回避すべき未来を見極めるため、
私たちは市民との対話はもちろん、議会にあっては首長や
職員との対話、また党派をこえた議員相互の対話と討議を
つくします。

望ましい未来と回避すべき
未来を見極めるため、
対話と討議をつくします
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　市民参加の地方自治を実現するには、信頼できる行政
情報の作成と公開が不可欠です。しかし現在の安倍政権
では権力者の思惑とこれを「忖度（そんたく）」する官僚の自
己保身により、行政情報を隠ぺい、改ざん、廃棄する行
為が横行しています。このままでは地方自治体もこうした病
魔におかされかねません。民主主義の基礎は公正で開か
れた行政情報にあり、その確保と公開は議員、首長、職
員に課せられた責務です。私たちは自治体行政が市民の
信頼を裏切らないために、緊張感を持って首長や職員と向
き合います。

行政情報の公開のため、
緊張感を持って
首長や職員と向き合います
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　議院内閣制をとる国政とは違い、地方自治は市町村長
や知事という首長と市町村議員を選挙で選ぶ二元代表制
をとっています。大きな権限を持つ首長に対して、議会に
は適切な関与により自治体のチェック・アンド・バランスを保
つ機能が期待されています。その自覚が議員一人ひとりに
求められています。地方行政は市民生活に直結しているが
ゆえに、その歪みは直接市民の生活に響きます。私たち
は市民の声を適切に議会に届けることにより、首長の暴
走や行政の不作為を正し、より市民に開かれた議会運営
を実現します。

自治体議員の役割を自覚し、
自治体のチェック・アンド・
バランスを守ります
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　対立を際立たせて二者択一を迫る政治から多様性（ダイ
バシティ）を包括しうる政治への転換が求められています。
これはLGBTや外国人住民、障がい者などの人権を守るだ
けでなく、すべての人に居場所と出番のある社会こそが経
済的にも政治的にも豊かな社会であるとの考えに根ざして
います。そもそも人は多様です。子ども、若者、中堅子育
て世代、高齢者はそれぞれ違った生活リズムと時間の中で
生きています。私たちは「虫の目」と「鳥の目」の両方を兼ね
備えた複眼的な目をもって政策を考えます。

対立から多様性の政治へ。
「虫の目」と「鳥の目」で
地域政策を考えます
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　「地域」は均一で平板な空間ではなく、府県、市町村、
行政区、また人々の生活の現場であるコミュニティで、そ
れぞれ固有の課題をもっています。また目をこらせば、地域
にはそこに生きる人たちの思いを横につなぎ、地域の隠れ
た力を引き出そうと知恵を絞っている「地域のお宝」のような
人材の存在が見えてきます。私たちは、こうした人たちの
声に耳を傾け、一緒になって地域の可能性を探し、また
重層的に課題解決の仕組みを考えます。しなやかな復元
力（レジリエンス）をもった地域を作り出すために。

「地域のお宝」人材との
協働で、しなやかな力を
地域に生み出します
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5 立憲民主党
自治体議員

みらいのために

つの
行動指針

大阪市中央区内淡路町2丁目3番1号EHH大手前2階
TEL：06－6941－3015　FAX：06－6941－3016

HP：http://cdp-osaka.jp/　MAIL：contact@cdp-osaka.jp

裏表紙の「イマ→みらい」ボードに
あなたの「イマ→みらい」を
書いてみませんか？

「イマ→みらい」ボードをイベント・集会などで活用しま
せんか？みんなで書くことで、新しい「イマ→みらい」
が生まれるかもしれません。


